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６
月
21
日
（
水
）
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
県
労
福
協
第
44
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、

会
員
団
体
・
役
職
員
の
96
名
が
参
加
し
た
。

理
事
長
挨
拶
の
要
旨
。

『
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
自
然
災
害
を
は
じ
め
、
生
活
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
、
そ
し
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
社
会

的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
や
深
刻
化
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
格
差
が
、
今
な
お
社
会
に
大
き

な
痛
み
を
与
え
て
い
る
。

私
た
ち
働
く
者
・
生
活
者
の
環
境
は
、
昨
年

来
の
物
価
高
騰
、
と
く
に
家
庭
で
消　

費
す
る

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
値
動
き
は
い
ち
じ
る
し
く
、

２
０
２
２
年
度
の
全
国
の
消
費
者
物
価
指
数
は
、

１
９
８
１
年
度
以
来
、
41
年
ぶ
り
の
歴
史
的
な

上
昇
幅
と
な
っ
た
。
物
価
上
昇
は
今
後
も
続
く

見
込
み
で
、
昨
年
・
今
年
の
大
幅
な
賃
上
げ
も

追
い
つ
か
な
い
ど
こ
ろ
か
、
年
金
や
健
康
保
険

料
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
も
改
悪
が

続
け
ら
れ
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

一
方
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は

一
年
を
経
過
し
て
も
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
ら

ず
、
更
な
る
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
改
め
て
、

民
主
主
義
、
平
和
や
人
権
と
い
っ
た
普
遍
的
な

価
値
観
が
い
か
に
重
要
か
を
、
一
人
ひ
と
り
が

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

新
潟
県
労
福
協
は
、
本
日
の
総
会
で
、
活
動

の
基
本
で
あ
る
、
勤
労
者
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
生
涯
福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
、
労
働

団
体
・
労
働
者
福
祉
事
業
団
体
等
と
連
携
し
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
労
福
協
の
理
念

で
あ
る
「
す
べ
て
の
働
く
人
の
幸
せ
と
豊
か
さ

を
め
ざ
し
て
、
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・

共
生
の
福
祉
社
会
」
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
県

民
の
生
活
向
上
に
向
け
た
政
策
提
言
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
会
員
団
体
を
中
心
と
し
て
、

行
政
や
様
々
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
と
の

連
携
・
共
同
を
強
化
し
、
労
働
者
自
主
福
祉
運

動
を
力
強
く
推
進
し
て
い
く
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
つ
く
る
た
め
、
今
こ

そ
心
を
ひ
と
つ
に
、
分
断
か
ら
連
帯
の
社
会
へ
、

支
え
合
い
・
助
け
合
い
と
共
生
の
社
会
の
実
現

に
向
け
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

社
会
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
多
様
性
を

認
め
合
う
社
会
を
め
ざ
し
、
連
合
新
潟
・
新
潟

県
労
働
金
庫
・
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
な
ど

会
員
団
体
と
連
携
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
取
り

組
み
を
行
う
。
』

総
会
で
は
、
２
０
２
２
年
度
の
事
業
報
告
、

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
、
２
０
２
３
年
度
収

～ 福 祉 は ひ と つ ～
新潟県労福協  第 44 回定時総会開催

支
予
算
報
告
を
行
い
、
事
業
計
画
の
補
足
意
見

と
し
て
、
高
見
代
議
員
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド

バ
ン
ク
に
い
が
た
）
か
ら
、
「
６
月
末
に
予
定

し
て
い
る
、
総
会
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
が
、
発
展
的
に
解
散
す
る

予
定
で
あ
る
」
こ
と
の
現
状
説
明
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、
解
散
の
決
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
各
地

域
に
お
け
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
連
携
強
化
を
、

地
区
労
福
協
を
中
心
に
進
め
る
こ
と
を
確
認
し

た
。第

１
号
議
案
「
２
０
２
２
年
度
の
決
算
報
告

な
ら
び
に
監
査
報
告
に
関
す
る
件
」
、
第
２
号

議
案
第
「
役
員
改
選
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て
、

全
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

【
退
任
役
員
】（
敬
称
略
）

専
務
理
事　

間　
　

英
輔　

労
福
協

理　
　

事　

小
熊　
　

勇　

交
通
労
連

理　
　

事　

川
㟢　
　

晃　

新
潟
地
区

監　
　

事　

玉
木　
　

豊　

こ
く
み
ん
共
済
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【
新
役
員
（
２
０
２
３
～
２
０
２
４
年
度
）】

理 
事 

長　

牧
野　

茂
夫　

連
合
新
潟

副
理
事
長　

齋
藤　

敏
明　

労
働
金
庫

副
理
事
長　

小
野
塚　

豊　

こ
く
み
ん
共
済

専
務
理
事　

石
本　

伸
二　
Ｊ
Ｐ
労
組

理　
　

事　

登
坂　

崇
規　

自 

治 

労

理　
　

事　

飛
田　

博
之　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン

理　
　

事　

山
崎　

雅
彦　

電
機
連
合

理　
　

事　

藤
田　

隆
則　

情
報
労
連

理　
　

事　

小
林　

俊
夫　

連
合
新
潟　

理　
　

事　

鶴
巻　

洋
介　

労
働
金
庫

理　
　

事　

佐
藤　
　

浩　

こ
く
み
ん
共
済

理　
　

事　

眞
田　
　

守　

退
職
者
連
合	

理　
　

事　

中
川　
　

亨　

ろ
う
き
ん
財
団

理　
　

事　

小
林　

佳
代　

県
生
協
連

理　
　

事　

川
原　

隆
哲　

ワ
ー
カ
ー
ズ

理　
　

事　

高
見　
　

優　

さ
さ
え
あ
い

理　
　

事　

山
際　

輝
久　

新
潟
地
区

理　
　

事　

矢
島　

良
彦　

長
岡
地
区

理　
　

事　

笹
井　

智
規　

柏
崎
地
区

監　
　

事　

桑
原　

典
子　

連
合
新
潟

監　
　

事　

長
谷
川
建
雄　

労
働
金
庫

※
太
字
は
新
任

特
別
講
演
会

「
日
本
社
会
・
経
済
・
平
和
問
題
」

青
木
理
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
と
牧
野

理
事
長
、
齋
藤
副
理
事
長
、
小
野
塚
副
理
事

長
に
よ
る
対
談
形
式
で
の
講
演
会
。

青
木
氏
発
言
の
要
旨

ほ
と
ん
ど
議
論
の
な
い
ま
ま
に
防
衛
費
増

額
と
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
認
め
、
軍
事
費
世

界
３
位
の
軍
事
国
家
に
踏
み
出
す
き　

っ
か

け
と
な
っ
た
国
会
の
異
常
さ
を
指
摘
、
ま
た

少
子
化
、
労
働
人
口
激
減
の
中
で
の
難
民
入

管
法
改
正
の
矛
盾
、
性
的
少
数
者
の
基
本
的

人
権
す
ら
守
ら
な
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
法
案
に
も
言

及
、
政
治
力
量
の
衰
え
を
具
体
的
に
解
説
し

た
。一

方
、
韓
国
ろ
う
そ
く
革
命
、
「
日
本
人

は
自
分
た
ち
の
力
で
民
主
主
義
を
勝
ち
取
っ

た
も
の
で
は
な
い
（
故
金
大
中
氏
談
）
を
例

に
、
政
権
交
代
が
起
き
な
い
弊
害
、
声
を
上

げ
れ
ば
世
の
中
が
変
わ
る
成
功
体
験
、
政
権

奪
取
の
必
要
性
を
説
い
た
。

自
民
党
と
公
明
党
は
４
半
世
紀
連
立
を
組

ん
で
い
る
。
ま
さ
に
「
自
民
・
公
明
党
」
で

あ
る
。
権
力
を
奪
う
た
め
に
野
党
が
結
集
す

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
「
立
憲
・
共
産

党
」
の
ど
こ
が
悪
い
の
か
、
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

ま
た
醜
悪
な
笑
み
で
解
散
風
を
も
て
あ
そ

び
サ
ミ
ッ
ト
を
自
身
の
選
挙
区
で
開
催
す
る

な
ど
岸
田
首
相
の
節
操
の
無
さ
、
安
倍
政
権

以
降
の
根
腐
れ
政
治
を
批
判
、
防
衛
、
原
発

回
帰
な
ど
大
儀
を
示
し
て
こ
そ
の
選
挙
の
必

要
を
訴
え
た
。

そ
し
て
新
潟
も
舞
台
と
な
っ
た
拉
致
問
題

に
も
言
及
、
２
０
０
２
年
の
日
朝
小
泉
︱
金

会
談
開
催
に
尽
力
し
た
田
中
均
元
外
務
審
議

官
取
材
裏
話
～
北
朝
鮮
に
は
国
交
回
復
正
常

化
、
戦
後
補
償
に
繋
げ
る
大
き
な
期
待
が

あ
っ
た
～
も
披
露
し
た
。

最
後
は
「
沖
縄
」
に
も
言
及
、
矛
盾
や
犠

牲
は
す
べ
て
「
周
辺
部
」
に
押
し
付
け
、
甘

い
果
実
を
喰
い
し
ゃ
ぶ
る
「
本
土
」
の
本
性

を
冷
静
に
語
っ
た
。
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６
月
９
日
（
金
）
、
中
央
労
福
協
主
催
の

２
０
２
３
年
度
全
国
研
究
集
会
が
愛
媛
県
松

山
市
松
山
市
民
会
館
に
お
い
て
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
、
会
場
２
２
４
名
・
ｗ
ｅ
ｂ

３
０
３
名
、
合
計
５
２
７
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
た
（
新
潟
県
か
ら
６
名
参
加
）
。

研
究
集
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
２
０
２
２

年
静
岡
集
会
で
は
、
「
若
者
を
知
る
、
若
者

の
目
線
に
立
っ
て
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
開
催

さ
れ
た
が
、
そ
の
集
会
を
引
き
継
ぐ
形
で

「
新
し
い
つ
な
が
り
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
」
テ
ー
マ
と
し
た
集
会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
集
会
で
は
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
、
や
の
ひ
ろ

み
氏
（
フ
リ
ー
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
に
、
松
村
暢
彦
氏
（
愛
媛
大
教

授
）
、
南
部
美
智
代
氏
（
中
央
労
福
協
事
務

局
長
）
、
ゲ
ス
ト
に
、
甲
斐
朋
香
氏
（
松
山

大
准
教
授
）
、
堀
田
真
奈
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
コ
ラ
ボ
代
表
理
事
）
、
野

田
満
由
美
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
・
ら
い
ず
２

理
事
）
、
岡
見
厚
志
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ

ネ
ッ
ト
近
畿
副
理
事
長
）
、
久
光
博
智
氏

（
非
利
嶋
健
労
福
協
会
長
）
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

集
会
は
、
若
者
た
ち
の
持
つ
感
性
、
価
値

観
、
考
え
方
や
生
き
方
に
ふ
れ
、
２
０
２
２

年
の
学
び
を
さ
ら
に
深
堀
し
た
。

そ
し
て
、
若
者
へ
の
解
像
度
を
上
げ
て
い

く
と
と
も
に
、
同
じ
時
代
を
生
き
て
い
る
者

同
士
が
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
り
合
い
、
社

会
や
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
実
践
者
か
ら

学
び
、
若
者
を
基
軸
に
更
に
世
代
間
の
連

帯
・
協
同
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
集

会
と
な
っ
た
。

な
お
、
来
年
度
は
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

６
月
15
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）
に
、
労

福
協
運
動
の
新
た
な
創
造
を
め
ざ
し
、
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
労
福
協
第
14
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾

が
、
静
岡
県
三
島
市
で
新
型
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
３
年
年
間
中
止
と
な
っ
て
い
た
が
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
（
参
加
者
34
名
、

講
師
・
ス
タ
ッ
フ
22
名
）
。

新
潟
県
労
福
協
か
ら
は
、
山
田
浩
之
氏

（
連
合
新
潟
）
、
鈴
木
睦
氏
（
労
働
金
庫
）
、

菅
原
誠
司
氏
（
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
）
、

間
英
輔
専
務
（
労
福
協
）
の
４
名
が
参
加
し

た
。

第�

１
講
座
「
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
か
ら

ソ
ー
シ
ャ
ル
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
へ
」

　
　

講
師　

山
本　

幸
司 

氏

�

（
中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師
）

第�

２
講
座
「
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
基

礎
・
概
論
」

　
　

講
師　

麻
生　

裕
子 

氏

�

（
連
合
総
研
・
主
任
研
究
員
）

第�
３
講
座
「
労
働
運
動
と
労
働
者
自
主
福
祉

運
動
の
理
念
と
歴
史
」

　
　

講
師　

高
橋　
　

均 

氏

�

（
中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師
）

第�

４
講
座
「
中
央
労
福
協
の
歩
み
と
２
０
３

　

０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
意
味
す
る
も
の
」

　
　

講
師　

黒
河　
　

悟 
氏

�

（
中
央
労
福
協
・
講
師
団
講
師
）

特�

別
講
演
①
「
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
の

取
り
組
み
と
災
害
対
応
に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

打
越　

秋
一 

氏

　
　
　

（
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

�

関
東
統
括
本
部　

本
部
長
）

特�

別
講
演
②
「
中
央
ろ
う
き
ん
ら
し
い
Ｃ
Ｒ

Ｓ
活
動
に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

山
内　

達
也 

氏

�

（
中
央
労
働
金
庫　

理
事
長
）

第�

５
講
座
「
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
像
」

　
　

講
師　

南
雲　

弘
之 

氏

�

（
前
国
際
労
働
財
団
理
事
長
）

５
つ
の
講
座
を
受
講
し
、
グ
ル
ー
プ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
「
こ
れ
か
ら
の
労
働
者
自
主

福
祉
運
動
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
論
議

を
深
め
た
。

２
０
２
３
年
度　
全
国
研
究
集
会
in
愛
媛

「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ　
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
」

〝
新
し
い
つ
な
が
り
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
〟

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
14
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
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５
月
17
日（
水
）、
県
労
福
協
主
催
に
よ
る

第
36
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
「
フ
ォ
レ

ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
」
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
５
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
夏
日
の

中
で
の
ゴ
ル
フ
と
な
り
ま
し
た
が
、
79
名
が

参
加
し
、
実
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
す
る
方
、

練
習
不
足
で
大
た
た
き
を
す
る
方
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を

深
め
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
開

催
ル
ー
ル
を
前
半
９
ホ
ー
ル
に
よ
る
ハ
ン

デ
ィ
戦
と
し
、
終
了
後
の
表
彰
式
は
行
わ
ず
、

18
ホ
ー
ル
終
了
時
に
個
別
で
表
彰
を
行
う
形

態
で
開
催
し
た
。

参
加
者
の
厚
意
に
よ
り
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
金
１
５
８
，
０
０
０
円
は
、
「
ス
プ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」
お
よ
び
「
中
央
労
福
協
ろ

う
ふ
く
エ
ー
ル
基
金
」
に
贈
呈
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
る
。

【西コース優勝：小野塚　豊氏】 【東コース優勝：辻　　大智氏】

第
３６
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

「
ス
プ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」お
よ
び

�
「
中
央
労
福
協
ろ
う
ふ
く
エ
ー
ル
基
金
」に
寄
付
！！

◦ 大 会 の 上 位 入 賞 者 ◦
東コース優勝者　　 辻　　　大　智（全農林）

西コース優勝者　　 小野塚　　　豊（こくみん共済 coop）

東アウトベスグロ　 江　花　和　郎（連合新潟 OB）

東インベスグロ　　 土　屋　奈津子（コープデリにいがた）

西アウトベスグロ　 片　原　匡　郁（ＪＡＭ）

西インベスグロ　　 伊　藤　寿　尚（基幹労連）
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提
案
さ
れ
た
議

案
、
①
２
０
２
２

年
度
活
動
報
告
、

②
２
０
２
２
年
度

収
支
決
算
お
よ
び

会
計
監
査
報
告
、

③
２
０
２
３
年
度

活
動
計
画
（
案
）
、

④
２
０
２
３
年
度

予
算
（
案
）
、
⑤
役
員
の
選
出
、
に
つ
い
て
、

全
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
県
労
福
協
か
ら
は
、
理
事
に
石
本

伸
二
（
新
任
）
、
監
事
に
佐
藤
淳
（
再
任
）

が
選
任
さ
れ
た
。

６
月
17
日
（
土
）
新
潟
市
勤
労
福
祉
会
館

に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
生
活
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
新
潟
第
６
回
通
常
総
会
が
、
会
員
87

名
（
会
場
10
名
、
書
面
72
名
、
委
任
状
５

名
）
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

堀
田
理
事
長
か
ら
、
「
今
年
度
も
適
格
消

費
者
合
団
体
と
し
て
の
基
本
的
役
割
を
着
実

に
果
た
し
な
が
ら
、
健
全
な
事
業
者
と
の
連

携
・
協
同
も
視
野
に
、
さ
ら
に
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
」
と
の
、
挨
拶
が
あ
っ
た
。

４
月
29
日
（
土
）
新
潟
市
中
央
区
・
万
代

島
多
目
的
広
場
に
お
い
て
県
中
央
メ
ー
デ
ー

が
１
，
３
０
０
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

牧
野
実
行
委
員
長
は
、
「
多
く
の
人
が
ベ

ア
を
得
て
い
る
が
、
家
計
の
負
担
増
に
は
追

い
付
い
て
い
な
い
。
暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現

と
、
誰
も
が
笑
顔
で
働
け
る
社
会
を
作
る
た

め
の
声
を
挙
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
な

お
、
県
労
福
協
の
間
専
務
も
、
来
賓
と
し
て

参
加
し
「
第
94
回
メ
ー
デ
ー
万
歳
」
と
連
帯

の
挨
拶
を
行
っ
た
。

ま
た
、
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

各
組
合
の
力
作
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
を
悩

ま
せ
る
レ
ベ
ル
の
高
い
コ
ン
ク
ー
ル
と
な
っ

た
。集

会
後
に
は
、
新
型
感
染
症
の
影
響
で
取

り
や
め
て
い
た
デ
モ
行
進
を
４
年
振
り
に
新

潟
駅
前
ま
で
実
施
し
「
長
時
間
労
働
は
撲
滅

す
る
ぞ
」
な
ど
と
声
を
上
げ
、
雇
用
確
保
や

格
差
是
正
を
求
め
た
。

第
94
回
新
潟
県
中
央
メ
ー
デ
ー

「
支
え
合
い
・
助
け
合
う
社
会
を
つ
く
り
、
く
ら
し
を
ま
も
る
！
」

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を
め
ざ
し
力
を
合
わ
せ
、
と
も
に
進
も
う
！
」

県
統
一
テ
ー
マ
「
誰
も
が
笑
顔
で
働
け
る
未
来
を
築
こ
う
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
新
潟

第 

６ 

回 

通 

常 

総 

会
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る
だ
け
回
数
を
少
な
く
し
た
り
、
労
金
の
店

舗
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
ほ
し
い
旨
の
協
力

要
請
が
あ
っ
た
。

議
事
で
は

報
告
事
項
・

決
議
事
項
の

全
て
が
確

認
・
承
認
さ

れ
た
。

な
お
、
役

員
改
選
で
は
、

理
事
の
岡
島

祐
次
氏
（
新

教
組
）
・
羽

深
浩
一
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
有
沢
製
作
所
労

組
）
が
退
任
し
、
石
津
真
澄
氏
（
新
教
組
）・

渡
邉
篤
史
氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
有
沢
製
作
所

労
組
）
が
、
新
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

６
月
26
日
（
月
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
て
、
新
潟
県
労
働
金
庫
第

71
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
齋
藤
理
事
長
よ
り
、
一
年
の

振
り
返
り
か
ら
、
中
期
経
営
計
画
や
「
あ
ん

し
ん
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
は
、

皆
様
の
ご
協
力
で
順
調
に
推
進
が
で
き
た
こ

と
へ
の
感
謝
と
、
今
後
も
勤
労
者
一
人
一
人

に
「
ろ
う
き
ん
ら
し
い
」
活
動
の
実
践
を
通

じ
て
、
役
割
の
発
揮
と
収
益
確
保
に
努
め
る

と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
無
料
サ
ー
ビ
ス
は

継
続
を
す
る
が
、
経
費
削
減
の
た
め
、
で
き

６
月
27
日
（
火
）
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド

バ
ン
ク
に
い
が
た
」
第
６
回
総
会
が
「
新
潟

市
南
区
白
根
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い

て
、
正
会
員
10
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

高
見
理
事
長
か
ら
、
「
設
立
か
ら
10
年
目

の
節
目
で
あ
る
が
、
今
年
度
、
全
県
の
フ
ー

ド
バ
ン
ク（
25
団
体
）
育
成
・
支
援
す
る
役

割
を
次
世
代
（
新
潟
県
フ
ー
ド
バ
ン
ク
連
絡

協
議
会
）
に
継
承
し
、
当
会
と
し
て
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
発
展
的
解
散
を
視
野
に
、
今
年
度

終
活
に
取
り
組
む
」
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
総

会
を
進
め
た
。

事
務
局
か
ら
提
案
し
た
、
第
１
号
議
案

「
２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
・
監
査
報
告
」
第
２
号
議
案
「
２
０
２
３

年
度
法
人
解
散
に
つ
い
て
」
第
３
号
議
案

「
２
０
２
３
年
度
役
員
改
選
に
つ
い
て
」
第

４
号
議
案
「
２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
お
よ

び
活
動
予
算
に
つ
い
て
」
審
議
を
行
い
全
て

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
は
、

今
後
清
算
人
（
高
見
優
氏
）
に
よ
る
解
散
手

続
き
を
進
め
、
今
年
度
中
に
解
散
手
続
き
を

完
了
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

長
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に

い
が
た
に
対
し
て
ご

協
力
を
頂
い
た
団

体
・
個
人
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。

今
後
は
、
各
地
域
で

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

を
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
と
連
携
し
て
、

今
ま
で
以
上
の
取
り

組
み
と
な
る
よ
う
要

請
す
る
。

な
お
、
県
労
福
協
の
会
員
団
体
と
し
て
の

取
扱
い
は
、
８
月
の
理
事
会
に
お
い
て
整
理

す
る
方
向
で
あ
る
。

５
月
22
日
（
月
）
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
新
潟
県
日
韓
親
善
協
会
「
２
０
２
３

年
度
定
期
総
会
・
講
演
会
・
交
流
会
」
を
72

名
の
参
加
で
開
催
し
た
。
総
会
で
は
、
提
案

議
案
全
て
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、
役
員
改

選
で
は
、
引
き
続
き
、
片
桐
奈
保
美
会
長
を

選
出
し
、
新
任
の
事
務
局
長
に
石
本
伸
二
氏

を
選
出
し
た
。

総
会
後
の
講

演
会
は
、
在
新

潟
大
韓
民
国
総

領
事
館
、
権
相

熙
総
領
事
か
ら
、

「
韓
日
関
係
と

総
領
事
館
の
役

割
」
と
題
し
、

日
韓
の
歴
史
的

経
過
や
今
日
の

日
韓
関
係
、
特

に
改
善
の
兆
し

が
あ
る
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
い
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
会
後
の
交
流
会
に
は
、
日
韓
親
善
協

会
中
央
会
の
河
村
建
夫
会
長
か
ら
、
改
善
関

係
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
挨
拶
が
あ
っ

た
。６

月
５
日
（
月
）
、
新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア

シ
ッ
プ
に
お
い
て
、
駐
新
潟
韓
国
総
領
事
館

と
新
潟
日
報
社
が
主
催
す
る
「
日
韓
・
韓
日

脱
炭
素
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
約
１
０
０
人
を

集
め
開
催
さ
れ
た
。

国
境
を
問
わ
ず
発
生
す
る
異
常
気
象
、
高

温
・
大
雨
・
大
雪
は
韓
国
で
も
日
常
的
に
発

生
し
「
２
０
５
０

温
室
ガ
ス
排
出
量

実
質
ゼ
ロ
」
は
両

国
の
必
達
目
標
と

し
て
協
力
が
呼
び

か
け
ら
れ
た
。

Ｅ
Ｖ
カ
ー
、
太

陽
光
発
電
、
車
両

エ
ン
ジ
ン
、
電
力

変
換
器
に
携
わ
る

日
韓
の
各
企
業
と
、

新
潟
大
学
・
児
玉

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
総
合
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
報
告
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
事
態
の
深
刻
さ
を
改
め
て
突

き
付
け
る
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

照
ら
す
決
意
表
明
と
な
っ
た
。

１
つ
の
企
業
や
国
の
利
害
を
超
え
て
、
世

界
課
題
と
し
て
取
り
組
む
パ
ネ
ラ
ー
達
の
姿

勢
に
会
場
も
大
き
く
頷
い
て
い
た
。

今
回
は
日
韓
親
善
協
会
事
務
局
と
し
て
出

席
し
た
が
、
様
々
な
分
野
で
の
日
韓
・
韓
日

交
流
が
更
に
深
い
親
善
に
繋
が
っ
て
い
く
と

感
じ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た
。

６
月
28
日
（
水
）
新
潟
テ
ル
サ
に
お
い
て

駐
新
潟
大
韓
民
国
総
領
事
館
主
催
の
「
韓
国

の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
国
楽
の
夕
べ
」
が
約
８
０

０
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

夕
べ
は
、
ワ
ー
ル

ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
の
「
コ
ン

ミ
ョ
ン
」
と
韓
国
の

民
族
芸
能
「
パ
ン
ソ

リ
」
が
一
堂
に
会
し

て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
コ
ラ
ボ
の
舞
台
で

あ
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た

２
０
２
３
年
度
第
６
回
通
常
総
会  

～
２
０
２
３
年
度
発
展
的
解
散
を
決
議
～

新
潟
県
労
働
金
庫

第  
71  

回 

通 

常 

総 

会

新
潟
県
日
韓
親
善
協
会

２
０
２
３
年
度
定
期
総
会・講
演
会・交
流
会

脱
炭
素
は
国
境
を
超
え
る

日
韓
脱
炭
素
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

駐
新
潟
大
韓
民
国
総
領
事
館
主
催

韓
国
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
国
楽
の
夕
べ
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韓
国
伝
統
音
楽
特
有
の
叙
情
的
な
旋
律
に

多
様
な
リ
ズ
ム
を
加
え
、
韓
国
音
楽
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
感

動
的
な
舞
台
で
、
参
加
者
は
幻
想
的
な
世
界

に
魅
了
さ
れ
た
。

６
月
14
日
（
水
）
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
新
潟
県
日
ロ
親
善
協
会
「
第
39
回
総

会
・
講
演
会
・
交
流
会
」
を
38
名
の
参
加
で

開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
提
案
議
案
全
て
を
満
場
一
致

で
採
択
し
、
役
員
改
選
で
は
、
引
き
続
き
、

篠
田
昭
会
長
を
選
出
し
、
新
任
の
事
務
局
長

に
石
本
伸
二
氏
を
選
出
し
た
。

総
会
後
の
講
演
会
は
、
鈴
木
聖
二
氏
（
元

新
潟
日
報
取
締
役
特
任
論
説
編
集
委
員
）
か

ら
、
「
環
日
本
海
の
軌
跡
と
今
後
」
と
題
し
、

鈴
木
氏
が
関
わ
っ
て
き
た
、
環
日
本
海
の
新

聞
記
事
を
た
ど
り
な
が
ら
、
平
和
の
海
の
構

築
に
向
け
行
政
や
民
間
の
方
が
取
り
組
ん
だ

軌
跡
が
話
さ
れ
た
。
理
想
と
し
た
取
り
組
み

が
停
滞
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
等
や
厳
し
い

現
実
に
つ
い
て
直
面
し
て
い
る
実
態
を
踏
ま

え
、
現
在
生
き
る
人
間
と
し
て
、
「
環
日
本

海
を
平
和
の
海

に
」
す
る
取
り

組
み
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
た
。

講
演
会
後
の

交
流
会
は
、
速

や
か
な
戦
争
の

終
結
を
求
め
つ

つ
、
民
間
に
よ

る
日
ロ
親
善
友

好
の
重
要
性
を

全
員
で
確
認
す

る
こ
と
の
で
き

る
交
流
会
と

な
っ
た
。

2023年６月
　各　位

公益財団法人　新潟ろうきん福祉財団
理 事 長　齋　藤　敏　明

　　
高校奨学金事業寄付募集への御礼および2023年度採用結果について

　日頃より、新潟ろうきん福祉財団の事業に対しまして、ご支援とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。
また、2022年１月以降、（一社）新潟県労働者福祉協議会が取組んでいる、高校奨学金給付事業拡充に向けた
運動にご賛同いただき、当財団にご寄付を賜り、まことにありがとうございました。おかげ様をもちまして、寄
付金額は４億円を超え、今後10年以上事業を続けることが可能となりましたので、改めて感謝申し上げます。
また、2023年度の高校生奨学金事業（毎月１万円、３年間給付）につきましては、４月10日から５月10日まで
募集を行い、募集枠の上限100名に対して271名の応募があり、この度、採用奨学生が決定いたしましたので、
下記の通りご報告申し上げます。

記
１．高校奨学金事業拡充に係る寄付受付状況（2023年５月31日現在）
　　件　数　　１，１７５件　　　　金　額　　４０７，６３７，５３７円
　　なお、現在も高校奨学金事業拡充に係る寄付を受付しております。

２．2023年度高等学校奨学金募集・採用結果について
　　応募人数　２７１名（2022年度106名） 　採用人数　１００名（2022年度30名）

　皆様からのご協力に改めて感謝申し上げますとともに、今後とも一層のご理解を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。

以　上

（公財）新潟ろうきん福祉財団　「県民・勤労者の福祉・文化向上に関する事業」

ろうきんチャリティ公演

太鼓芸能集団  鼓 童   トーク＆ライブ
開　催　日：　２０２３年９月１３日（水）  開場17：30　開演18：30
開 催 場 所：　上越市市民交流施設　高田城址公園オーレンプラザ
入場整理券：　お一人様（小学生以上）５００円
　　　　　　　・事前に入場整理券の購入が必要となります（先着順）。

＜入場整理券のご購入・お問い合わせ＞
　・新潟ろうきん高田支店、直江津支店、新井支店  　・高田公園オーレンプラザ
　　　　　　 料金の一部は上越市内の福祉団体等へ寄付いたします。

新
潟
県
日
ロ
親
善
協
会

第
39
回
総
会・講
演
会・交
流
会
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新
役
員
紹
介

６
月
に
開
催
さ
れ
た
、
労
福
協
第
44
回

定
時
総
会
に
お
い
て
間
前
専
務
の
後
任
の

専
務
理
事
と
し
て
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た

石
本
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
は
Ｊ
Ｐ
労
組
で
す
。
40
年
間
郵
便

局
で
働
い
て
、
そ
の
間
労
働
組
合
運
動
に

関
わ
り
、
連
合
新
潟
地
協
の
議
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
関
係
で
、
新
潟
地
区

の
労
福
協
運
動
に
も
か
か
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
、
新
潟
県
内

を
取
り
ま
と
め
る
と
い
う
重
責
を
引
き
継

ぐ
こ
と
に
な
り
大
変
緊
張
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
同
時
に
自
分
に
と
っ
て
、
大
変
や

り
が
い
の
あ
る
新
し
い
領
域
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
貴
重
な
チ
ャ

ン
ス
を
い
た
だ
い
た
と
も
感
じ
て
お
り
ま

す
。ご

存
じ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を
す
る

激
動
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
情
報
化

な
ど
便
利
に
な
る
こ
と
が
あ
る
反
面
、
格

差
や
貧
困
の
広
が
り
や
、
自
己
責
任
な
ど

石本伸二 専務理事

と
い
う
弱
者
切
り
捨
て
の
言
葉
が
広
ま
り
、

人
々
の
分
断
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
象
徴
さ
れ
る
持
続

可
能
な
誰
も
取
り
残
さ
な
い
社
会
は
、
時

代
の
要
請
と
な
っ
て
お
り
、
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
、
生
活
困
窮
者

の
自
立
支
援
活
動
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
労

働
者
福
祉
の
活
動
な
ど
を
取
り
組
む
私
た

ち
労
福
協
の
目
指
す
運
動
と
完
全
に
一
致

を
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
先
の
読
め

な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
自
信
を
も
っ
て
今

の
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

労
働
者
福
祉
事
業
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
様
々
な
労
働
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

や
市
民
団
体
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
、
支
え
合
い
助
け
合

う
地
域
共
生
づ
く
り
な
ど
に
理
解
と
協
力

を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積
極
的
な
働
き
か

け
を
し
て
、
人
と
人
と
の
絆
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
、
幸
福
を
実
現
で
き
る

社
会
変
革
に
つ
な
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

２
０
２
２
年
10
月
１
日
に
労
働
者
協
同

組
合
法
が
施
行
さ
れ
、
働
く
者
が
主
人
公

と
な
る
時
代
が
、
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
を
的
確
に
つ
か
み
、
柔
軟
に

そ
の
活
動
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
安
心
し

て
働
き
、
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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【
２
つ
の
総
括
論
文
】

今
年
６
月
、新
潟
市
が
生
成
Ａ
Ｉ 

「
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
の
内
部
業
務
で
の
試
行
利
用
を

開
始
し
た
。

全
国
的
に
も
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
部
分

的
な
試
行
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
課
題
も
多
く

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
５
月
の
Ｇ
７
広
島
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
作

り
を
進
め
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
行
政
分
野
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
般

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
確
実
な
も

の
だ
け
に
、
賛
否
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

前
回
紹
介
し
た
横
田
昌
三
氏
の
総
括
論
文

で
は
、
現
在
の
「
新
し
い
資
本
主
義
」
路
線

が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
継
承
・
加
速
さ
せ
る
も

の
で
あ
り
、
実
質
的
な
長
時
間
労
働
を
助
長

し
か
ね
な
い
な
ど
の
問
題
点
が
挙
げ
ら
れ
て

い
た
。
今
回
は
も
う
ひ
と
つ
の
総
括
論
文
で

あ
る
、
関
谷
浩
史
氏
（
新
潟
県
立
大
学
准
教

授
）
の
「
Ｄ
Ｘ
の
現
状
と
将
来
を
踏
ま
え
た

労
働
環
境
へ
の
影
響
―
第
四
次
産
業
革
命
が

及
ぼ
す
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
―
」
を
取
り
上

げ
た
い
。
建
築
設
計
と
都
市
計
画
の
専
門
家

と
し
て
、
都
市
情
報
化
・
ユ
ビ
キ
タ
ス
社

会
・
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
な
ど
の
研
究
者
で
あ

る
関
谷
氏
は
、
横
田
氏
と
は
ま
っ
た
く
異
な

る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
Ｄ
Ｘ
の
重
要
性
を
述

べ
、
そ
の
理
解
に
何
が
求
め
ら
れ
、
実
践
的

な
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
か
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

今
次
報
告
書
に
お
い
て
総
括
論
文
が
２
本

と
な
っ
た
背
景
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い

て
議
論
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
状
況
が
反

映
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

【
Ｄ
Ｘ
が
求
め
ら
れ
る
社
会
的
背
景
と
は
】

経
済
産
業
省
の
「
Ｄ
Ｘ
レ
ポ
ー
ト
２
（
中

間
取
り
ま
と
め
）
」
（
２
０
２
０
年
２
月
）

に
よ
れ
ば
、
企
業
全
体
の
９
割
以
上
が
Ｄ
Ｘ

に
未
着
手
な
現
状
に
あ
る
と
い
う
。

こ
の
社
会
的
な
背
景
に
つ
い
て
、
「
人
口

減
少
・
高
齢
化
の
進
行
」
「
労
働
生
産
性
の

低
下
」
「
デ
ジ
タ
ル
競
争
力
」
な
ど
を
挙
げ
、

具
体
的
な
デ
ー
タ
を
提
示
し
な
が
ら
、
現
在

の
日
本
の
課
題
と
し
て
関
谷
氏
は
論
じ
て
い

る
。ま

た
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
「
働
き
方
改
革
を
推
進
さ
せ
る
追
い

風
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
を
見
直
す

契
機
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
、
「
Ｄ
Ｘ
を
推

進
さ
せ
る
引
き
金
」
で
あ
り
、
「
『
残
業
の

削
減
』
、
『
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
』
、
『
生

産
性
向
上
』
な
ど
を
目
的
と
し
た
組
織
改
革

の
動
機
付
け
に
及
ん
で
い
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
さ
に
こ
れ
ら
が
現
在
問
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

【
Ｄ
Ｘ
の
基
本
的
な
理
解
に
つ
い
て
】

関
谷
氏
の
論
文
は
、
私
た
ち
が
忘
れ
て
し

ま
い
が
ち
な
基
本
的
な
用
語
の
理
解
に
つ
い

て
、
初
学
者
に
講
義
す
る
よ
う
な
明
快
さ
を

も
っ
て
解
説
、
整
理
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴

的
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
Ｄ
Ｘ
」
と
「
Ｉ
Ｔ
化
」
、

「
デ
ジ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
デ
ジ
タ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
、
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
違
い
を
理

解
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
関
谷
氏
は
こ
う

し
た
こ
と
を
整
理
し
た
う
え
で
、
Ｄ
Ｘ
に
取

り
組
む
際
に
は
、
「
企
業
自
身
が
直
面
す
る

課
題
を
明
確
に
し
、
課
題
解
決
に
む
け
た
最

適
な
取
組
を
考
慮
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
」
と
し
て
、
「
組
織
」
、
「
人
材
」
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
の
３
点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、

Ｄ
Ｘ
を
実
施
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
「
効
率
化
」
、
「
共
通

化
」
、
「
組
織
化
」
「
最
適
化
」
と
い
う
一

連
の
流
れ
が
あ
る
と
し
、
Ｄ
Ｘ
の
効
果
と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
も

論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
全
体
像
と
各
部
が

整
理
さ
れ
、
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
漠
然
と

し
た
「
Ｄ
Ｘ
の
是
非
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

議
論
の
土
台
と
し
て
重
要
な
分
析
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
Ｄ
Ｘ
の
成
功
事
例
」
と
し
て
、

「
メ
ル
カ
リ
」
、
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
」

「
日
本
郵
便
」
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
概

要
紹
介
が
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
資
料
と
も

な
っ
て
い
る
。

【
２
つ
の
論
文
を
比
較
す
る
意
味
】

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
規
制
強
化
の
姿
勢
を

と
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
慎
重
さ
と
比
べ
、
こ
の

間
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
か
の

よ
う
に
、
日
本
の
「
積
極
姿
勢
」
が
鮮
明
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
関
谷
氏
も

詳
し
く
解
説
し
て
い
る
「
２
０
２
５
年
の

崖
」
―
こ
の
ま
ま
Ｄ
Ｘ
が
進
ま
な
け
れ
ば
、

２
０
２
５
年
以
降
12
兆
円
も
の
経
済
的
損
失

が
生
じ
る
―
は
重
大
な
問
題
と
な
る
。

前
回
の
横
田
氏
の
論
文
と
、
今
回
紹
介
し

た
関
谷
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
は
、

「
近
未
来
の
労
働
環
境
の
変
容
と
そ
の
課

題
」
を
働
く
者
の
立
場
か
ら
考
え
る
際
に
、

避
け
ら
れ
な
い
視
点
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
つ
の

問
題
提
起
と
し
て
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

�

齋
藤　

喜
和
）

近
未
来
の
労
働
環
境
の
変
容
と
そ
の
課
題

　―
 

Ｄ
Ｘ
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　
求
め
ら
れ
る
課
題
を
考
え
る ― ２

調
査
・
研
究
事
業
報
告
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8月6日、9日は
広島市及び長崎市に
原爆が投下されて

78年目の「原爆の日」
にあたります

共

に

平

和

を

祈

ろ

う 新潟県労働者福祉協議会は、平和を希求する取り組みとして

8月の原爆犠牲者追悼ならびに平和祈念の願いを込めて

1分間の黙禱を呼びかけます。

主催／新潟県労働者福祉協議会

one minute
silence

原爆死没者への追悼と世界恒久平和を祈り、
1分間の黙祷をささげましょう。
統一行動日における開催が難しい団体・職場においては、
可能な限り8月中に実施してください。

2023.8.9㈬ 始業時または昼食時統一指定日

被爆ハマユウ
広島原爆を生き抜いたヒガンバナ
科の常緑多年草インドハマユウ。
持ち帰った兵士が反核・平和のシン
ボルとして世に広めようと、株分け
し、国内外に寄贈されている。



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（11）第54号 2023年7月15日

「あなたらしさ」が選べる生協、
コープデリです。

コープデリは、関東・信越１都７県で335万以上の世帯にご登録いただいている、日本最大の生協です。
たくさんの宅配サービスや生協があるなかで支持されている理由はきっと、それぞれの“ぴったり”が見つかるから。

原料へのこだわり、価格帯、家族の人数、etc…　どんなニーズもおまかせください。

今すぐ！ Webでお申し込み こちらからも
アクセスできます

コープデリが大切にしている６つのこと

豊かで楽しい
食卓へ。

安心して
家族へ。

声を
かたちに。

つながり、
育む。

「食べる」を
伝える。

未来に
つなげる。

コープデリなら、つかうほどじぶんらしくなれるあれこれが

選べる、見つかる。

ふだんのくらしに必要な
商品を提供し、

毎日のくらしに貢献します。

提供する全ての食品の
安全性の確保に
取り組みます。

組合員さんの声を
大切にしたコープ商品を
開発・提供します。

生産者と組合員さんを
つなぐ「産直」に
取り組みます。

食育「たべる、たいせつ」を
通じて食による健康なくらしを

提案していきます。

環境にやさしい
事業とくらしを目指します。

ご加入
手続き

は

簡単！ コープデリ　加入 検索



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（12）第54号 2023年7月15日

間
違
い
な
く
、
新
潟
県
労
福
協
の
各
種
取
り

組
み
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

「
高
校
生
支
援
、
現
代
版
米
百
俵
運
動
」
で

は
、
４
億
円
を
超
え
る
寄
付
を
頂
い
た
。
こ

の
背
景
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
支

援
が
あ
っ
て
こ
そ
。
❖
歴
代
の
役
員
の
皆
さ

ん
の
努
力
と
連
携
し
て
幾
多
の
困
難
を
乗
り

越
え
た
結
果
の
蓄
積
で
も
あ
っ
た
。
❖
こ
の

間
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
、
ペ
ン
を
置
く
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

�

（
新
光
町
の
カ
ン
ペ
イ
）

編
集
後
記�

＝
退
任
あ
い
さ
つ

❖
２
０
１
７
年
６
月
20
日
に
、
前
任
の
山
田

専
務
の
後
を
受
け
、
専
務
理
事
に
就
任
し
た
。

労
福
協
運
動
と
は
、
何
か
を
理
解
し
な
い
ま

ま
役
員
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
６
年
間
、

多
く
の
人
と
出
会
い
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
。
こ
の
人
間
関
係
は
言
葉
に
で
き
な
い
ほ

ど
の
財
産
と
な
っ
た
。
❖
今
の
時
代
、
「
富

め
る
者
は
よ
り
富
み
、
貧
し
き
も
の
は
よ
り

貧
困
」
と
な
る
二
極
化
の
極
み
に
達
し
て
い

る
。
分
厚
い
中
間
層
は
い
つ
の
時
代
だ
っ
た

の
か
。
❖
私
は
、
生
ま
れ
持
っ
て
の
性
格
で

不
条
理
は
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
権
力
に

対
抗
す
る
こ
と
が
好
き
な
人
間
で
あ
る
。
❖

今 後 の 日 程
７月 ５日（水）�新潟地区労福協総会(新潟東映ホテル)

７日（金）～８日（土）
新潟県労福協第10期福祉リーダー塾
� （万代シルバーホテル）

12日（水）下越地区労福協総会
� （新発田市イクネス新発田）
13日（木）県央地区労福協総会(三条市ソレイユ)
18日（火）東部ブロック第239回幹事会
� （神奈川県横浜市）
19日（水）上越地区労福協総会
� （上越市ハイマート）

糸魚川地区労福協ゴルフコンペ
� （糸魚川CC）

20日（木）�中央労福協「2023年度事業団体・
地方労福協合同会議」

� （東京都日教組会館）
21日（金）柏崎地区労福協総会
� （柏崎市柏崎文化会館）
22日（土）下越地区ワーク＆ライフセミナー
� （新発田市イクネスしばた）
26日（水）新潟県退職者連合総会
� （新潟東映ホテル）

中央労福協Web学習会（第33回）
� （13：30～15：00）

27日（木）�新潟県総合生協第69回通常総代会
およびこくみん共済coop新潟推進
本部第６回組合員代表者会議
新潟ろうきん夢咲club総会(Web)
新潟市PS第４回支援調整会議
� （勤労福祉会館）

８月
　
　

７日（月） 連合総研シンポジウム(Web)
９日（水）� 県労福協「平和活動・統一行動日」

[one  minute silence]  
23日（水）県労福協第144回理事会
� （勤労福祉会館）
24日（木）新潟市PS第５回支援調整会議
� （勤労福祉会館）

９月 ４日～９日（月～土）
国際交流事業中国訪問(代表団６名)

13日（水）中央労福協｢女性のひろば｣(東京都)
15日（金）�東部ブロック・ライフサポート事業

経験交流会� （新潟東映ホテル）
27日（水）中央労福協第５回生活就労支援会議
� （Web）

新潟自治研究センター総会
� （自治労会館）

28日（木）中央労福協第４回地方労福協会議
� （東京都）

新潟市PS第６回支援調整会議
� （勤労福祉会館）

訃　

報

　

六
月
二
十
六
日
、
元
県
労
福
協
事
務
局
長
「
滝 

澤 

莞 

爾 

氏
」

が
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
享
年
八
十
四
歳
。

　

滝
澤
氏
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
の
十
二
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
、
県
労
福
協
の
事
務
局
長
と
し
て
、
今
日
の
県

労
福
協
運
動
の
基
礎
を
築
い
て
頂
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


